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午前１０時００分 開議

○議長（馬場騎一君） 出席議員は定足数に

達しておりますので、３日目の本会議を開き

ます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

○議長（馬場騎一君） 日程第１ 昨日に続

きまして、市政に対する一般質問を行いま

す。

９番太田博之議員の登壇を願います。

○９番（太田博之君） おはようございま

す。

９番みさわ未来の太田博之でございます。

それでは、早速、通告に基づきまして質問

をさせていただきます。

まずは、教育問題、市内小中学校の学区の

問題について伺います。

さて、学校教育法施行令第５条により、子

供は、教育委員会が指定する学校に通学する

ことが定められています。

しかし、１９９７年に当時の文部省が、通

学区域制度の弾力的運用についてという通達

を出したことで、その枠組みが有名無実化し

てしまいました。その後、２００３年には、

その学校教育法施行令が改正され、市区町村

の各教育委員会の判断によって、学校選択制

を導入することが明記されるに至りました。

内閣府が２００６年に行った調査では、小

学校の１４.９％、中学校の１５.６％が導入

しているとされておりますが、現在では、東

京の区などを中心に、この制度を採用する地

域はさらに拡大しております。

しかし、こうした学校選択制の広がりを疑

問視する見方も市町村レベルで新たに生まれ

つつあり、２００８年９月には、江東区教育

委員会が学校選択制による地域コミュニ

ティーの崩壊を防止するという観点から、小

学校における学校選択制を２００９年度よ

り、範囲を徒歩圏に限ると変更、また、前橋

市も２０１１年度から、小中学校の学校選択

制を廃止するなど、教育現場ではさまざまな

議論があるところでございます。

そうした中、当市においては、学校選択制

が導入されていないものの、条例で定められ

た学区が事実上緩くなり、市民の感覚では、

学区に関係なく自由に学校を選ぶことができ

るかのごとく理解されている方々が最近多く

なってきているような感じがしております。

さて、三沢市教育委員会では、毎年この時

期になると市のホームページへ、次年度の他

学区通学承認申請についての案内を掲載し、

市民の皆様に情報提供をしております。

その内容は、「三沢市では、住民登録して

いる住所地により通学区域を定め、指定され

た学校に通学することが原則となっておりま

すが、やむを得ない事情により指定された学

校に通学できない時は、三沢市教育委員会の

承認を得て指定された以外の学校に通学する

ことができますので、教育総務課までご相談

ください。なお、三沢市区域外就学承認基準

によりますと、以下の事由が承認事項となる

要件です。」と記述され、五つの項目で定義

されております。

１、地理・転居に関すること。２、身体に

関すること。３、家庭環境に関すること。

４、いじめ等に関すること。５、その他と

なっております。

しかし、現状では、あの学校には不良の子

がいるから行きたくない、あの学校には友達

がたくさんいるから行きたい、あの学校は

何々部がないから行きたくない、あの学校は

何々部が強いから行きたい、あの学校は先生

がいいから行きたいなどなど、挙げれば切り

がないくらい、先ほど紹介した五つの項目と

は明らかに合致しないさまざまな理由で学校

を選択しているのだというようなことをよく

耳にいたします。

それでは、現状は一体どうなっているので

しょうか。私は、この学区の問題について

は、正当な理由があれば、もちろん教育的配

慮があってしかるべきだと思っております。

しかし、安易に学区を無視した就学は、地域
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コミュニティーを崩壊されることはもちろ

ん、地域全体で子供をはぐくむ環境が失わ

れ、ひいては、子供たちの安全・安心を脅か

し、地域格差から行政経営に大きな影響を及

ぼすのではないかと思うのであります。

私はこれまでコミュニティスクールの手法

や教育支援プラットホームの事業について研

究すると同時に、私の所属するＮＰＯ団体や

地域の皆さんの御協力をいただき、学校支援

事業の実績を毎年積み上げてまいりました。

そうした活動を通じて、今、強く確信して

いることは、学校を地域社会の核にしたまち

づくりの必要性であります。町内会の加入率

が５０％台に落ち込もうとしている現状、自

主防災組織の組織率が全国平均の６３％を大

きく下回る１７％にとどまっている現状、地

域活動やまちづくりに参画する若者が少ない

こと。そういった現状を打破できるのは、私

は学校だと信じて疑いません。

生涯学習を基軸に、学校を真ん中に置い

て、町内会とＰＴＡの融合、１人でも多く地

域の学校にかかわることから、そこに住む子

供たちを地域で守り、地域で育てていく環境

づくりを構築することができれば、先ほど挙

げた現状が、まさに地域の自立の中から自然

と意識と力がわき上がり、それぞれが地域の

問題をみずからが見つけ出し、そしてその問

題を解決していく活力が備わってくるのだと

考えております。

よい学校づくりの競争をまち全体で実行で

きるなら、市民が主力という推進エンジンが

この三沢市をぐいぐいと引っ張っていくのだ

と思っております。そうした考えからも、学

区の問題は、安易に子供たちの自由度を考え

てしまうと、後々大きな社会問題に発展しな

いとも限りません。

そこで、改めて三沢市教育委員会の学区に

対する考え方について伺うものでございま

す。

まずは１点目、当該学区以外から入学して

いる生徒数の現状について、過去３年間の推

移をお伺いいたします。

２点目、他の自治体から三沢市の学校へ入

学している生徒数の現状について、これも過

去３年間の推移をお伺いいたします。

そして３点目、１点目と２点目の現状を踏

まえて、今後の学区に対する考え方並びに今

後の対応についてお伺いいたします。

次に、三沢市暴力団排除条例の制定につい

てお伺いいたします。

さて、１１月２４日告示された本定例会で

は、２８日に一般質問の通告が締め切られ、

私は今回、先ほど質問しました教育問題と、

この条例案の制定を提案する一般質問を通告

いたしました。

その後、１１月３０日に執行部の担当課か

ら聞き取りを受けた際に、実は、１２月１日

から、この条例を制定するためにパブリック

コメントを募集することになっているとの報

告を受けました。既に御承知のとおり、広報

みさわ、また、ホームページでこの案内が掲

載されているところでございます。

執行部では、来年の２月議会にこの条例案

を提案するために、現在、作業を進めている

とのことでございました。

よって、この条例に関する質問の目的は、

８割方達成いたしましたが、これから制定さ

れる条例案の中身について、提案型の質問を

させていただければと思っておりますので、

よろしくお願いを申し上げます。

さて、国において、暴力団への対応は、国

家施策として位置づけられ、きょうまで暴対

法の設置など、市民はもちろんのこと、地方

行政ともども取り組んできた大きな問題であ

ります。

三沢市においても、種市市長を会長にした

三沢地区暴力対策協議会等を通じ、活発な活

動を展開してきたところであります。

しかし、一昨年の１１月に、当市におい

て、市民が被害者となる暴力団による強盗傷

害事件が発生してしまいました。このことは

まことに残念な事件であると同時に、このこ

とによって、市内の指名業者が指名停止処分

を受け、これまで長きにわたり三沢市の建設
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業界に大きな貢献をしてきた地元業者が倒産

に至ってしまった。市民として本当に悔しい

事件でございました。

そうした中、青森県でも本年２月定例会

で、青森県暴力団排除条例が制定され、３月

に告示、本年１月１日より施行されておりま

す。

また、県内の自治体においても、青森市と

三沢市を除き、１２月中にすべて制定もしく

は制定される予定となっております。

私は、この条例について、特に言いたいこ

とは、この条例を専門用語で固めるのではな

く、中学生でも読めば理解できる条例にする

ことの重要性を訴えたいのであります。そし

て、どこの自治体よりもわかりやすく、三沢

市の暴力団へ対する対決姿勢を見せる条例に

することの必要性を考えていただきたいので

あります。

現在、執行部でも他自治体の条例を研究

し、素案を作成していることと思いますが、

私が手本としたい条例は、神奈川県暴力団排

除条例でございます。神奈川県の条例は、県

の契約事務や公の施設の管理における暴力団

の排除が明確に条文化されているという点で

す。

さらに、他自治体の条例が、暴力団との利

害関係を持つ法人や団体を対象としている中

で、神奈川県では、暴力団との密接な関係を

有する者と明記している点でもあります。こ

れは本当に踏み込んだ条例だと私は思いま

す。

ことしの８月２５日、タレントの島田紳助

さんが、暴力団との密接な関係から芸能界か

ら突然引退に追いやられる出来事があったこ

とはまだ記憶に新しいところですが、その際

の紳助さんの引退会見で述べられたことは、

「私の中ではセーフだったけど、社会ではア

ウトだった」、私はこの言葉は、本当に今の

日本の社会にとって、改めて考えされられた

言葉でありました。

お金をもらったとか、暴力団の助けをした

とか、そういった利害関係でなくても、おつ

き合いをしているだけ、例えばお酒を頻繁に

飲みに行っている、ゴルフをちょくちょく一

緒にしている、旅行なんか行っているよう

だ。そういった親密な関係だけでも社会的排

除を受けなければならない。本当に暴力団を

追放するためには、市民一人一人の自覚と覚

悟が必要なのだと改めて感じたところでござ

います。

そして、子供たちに大きな影響を与える、

これだけ人気を博した紳助さんが与えたこの

ことを考えれば、子供たちにも、この三沢市

暴力団排除条例を読んで理解してもらわなけ

ればならない、そう強く思ったのでございま

す。だからこそ、市の契約関係についてはも

ちろん、利害関係者でなく、親密の関係を

持っただけでアウトなのだということをわか

りやすく条例化、明文化することが重要だと

考えるのであります。

他自治体の条例は、専門用語が多く、私た

ち大人が読んでも、この条例文が何を規制

し、措置を講じているのかわからないのが現

状です。

いかがでしょうか、三沢市のこれまでの歴

史をかんがみ、一昨年の事件を経験した中

で、この条例制定については、これまで私が

述べてきた内容を盛り込むお考えがあるかど

うか、お伺いをいたします。

以上で、私の一般質問を終わります。

○議長（馬場騎一君） ただいまの９番太田

博之議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの太田議員

さん御質問の三沢市暴力団排除条例の制定に

ついてお答えをいたします。

全国的に暴力団排除の機運が高まっており

まして、本年１０月１日をもって、東京都と

沖縄県で暴力団排除条例が施行されたことに

よりまして、全都道府県レベルで条例が施行

されたところであります。

暴力団は、その組織の実態を隠ぺいしなが

ら、健全な市民生活や経済活動、あるいは諸
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取引、公共事業、公的融資制度を悪用した詐

欺等、あらゆる手段を用いて深く関与し、社

会経済情勢の変化に応じて、多種多様な資金

獲得活動を行っております。

暴力団対策にあっては、警察による取り締

まりと、警察及び関係機関を含め、市民が一

体となった暴力団の排除活動等を実施するこ

とが重要であると考えております。

現在、暴力団を利用しない、暴力団を恐れ

ない、暴力団に金を出さないという、暴力団

追放三ない運動を推進しているところでもあ

りますが、当市といたしましても、市民、事

業者、そして行政が一体となって、暴力団排

除に向けての組織を明確にし、市民生活の安

全と平穏の確保及び市民団体の健全な発展を

目的とした暴力団排除条例の必要性を認識し

ているところであり、条例制定に向けて準備

を進めていると、これは、議員さんからもお

話がございましたが、そういうことで進めて

いるわけであります。そういう準備の段階

で、パブリックコメント等もやっていきたい

と思っております。

議員御指摘の、内容についてはわかりやす

く云々という話もございました。いろいろ表

示の仕方があるようでありますけれども、こ

のパブリックコメントも参考しながら、御指

摘のようなことを十分踏まえて研究して、制

定に向けて頑張りたいと思っております。

以上です。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 教育問題の市内小

中学校の学区についてお答えいたします。

御質問の第１点目、学区外より就学してい

る児童・生徒の現状についてですが、平成２

１年度は、小学校２２７名、中学校１７１

名、平成２２年度は、小学校２４３名、中学

校１７０名、平成２３年度につきましては、

１１月末現在、小学校２２４名、中学校１９

０名でございます。

次に、御質問の第２点目、他自治体から当

市小中学校へ就学している区域外児童・生徒

の現状についてですが、平成２１年度は、小

学校５２名、中学校７９名、平成２２年度

は、小学校６５名、中学校６１名、平成２３

年度につきましては、１１月末現在、全小学

校児童数２,６２３名中６４名、中学校は全

中学生１,４３４名中５６名でございます。

御質問の３点目、現状を踏まえての今後の

対応についてですが、平成９年１月、文部省

からの通学区域制度の弾力的運用についての

通知によれば、教育上の影響等に留意しつ

つ、運用に当たっての一層の創意工夫を促す

こと、さらに、平成１５年３月に、学校教育

法施行規則の一部が改正され、教育委員会が

就学学校を指定する場合には、あらかじめ保

護者の意見を聴取することができることを明

確にしております。

また、平成２０年３月に、学校教育法施行

令第８条、学校の指定の変更に基づく就学に

関する事務の適正化等についての通知によ

り、就学学校の変更を相当と認める具体的な

事由として、いじめの対応、通学の利便性な

どの地理的な理由、部活動等学校独自の活動

等が示されているところであります。

三沢市教育委員会では、学区外及び区域外

就学に係る承認基準を定めており、保護者か

らの申し出により、一定の要件を満たされて

いる場合に限り、その申し出を認めていると

ころであります。

近年は、生活環境等の変化に伴い、保護者

のニーズも多様化しているところであります

が、今後とも家庭環境や教育環境など、児

童・生徒への対応について十分配慮するとと

もに、地域の実情に即した制度の運用に努め

てまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） ９番。

○９番（太田博之君） それでは、再質問を

させていただきます。

まず、暴力団の排除条例でございますが、

今まさにパブリックコメントの募集中であり

ますから、前に、私も市民の１人ですけれど

も、その意見に対してどうのこうのというの

は、多分言いにくいのかなというのも私は理
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解しております。

ただ１点、私が先ほど冒頭の一般質問の中

でも言いましたけれども、いわゆる利害関係

者ではなくて、いわゆる親密な関係者も罰則

といいますか、排除されていくのだよという

ところを書いている条例と、書いていない条

例って結構あるのです。

これは、先ほど言った契約条項にもかか

わってくることなのですけれども、全体的に

見ると、各自治体、市町村が定めている条例

というのは、ちょっと入り口が大きくて、例

えばその下にある請負契約ですとか、例えば

いろいろな管理に関する契約だとか、その中

で絞り込んでいるので、ある程度は中身に関

しては精査、そして、いわゆる奥に行けば行

くほど厳しくなっているのでというような言

い方をされる方が多いのです。

ただ、近場で言いますと八戸市、これがや

はり暴力団の排除条例を定める前に、いろい

ろなそういった規約、規程を見たら、入って

いるところも、入っていないところも実は

あったということで、急遽、市長が記者会見

をして、公の施設の契約とかにかかわる、そ

の条例案だけを一部変更して、先行して、こ

の排除条例の前に上程をして制定をされてい

るということがあります。

なぜかというと、私は、やはりいろいろな

各施設とか、その契約条項において、細かく

なっているのはわかるのですけれども、やは

り私は入り口でがつんと閉じ込めてしまえ

ば、下でもしもそういったものが書き込んで

いなかった、不備があっても、私は大もと

で、そういった部分の条例の効力が発揮でき

るのかなと。

例えば三沢市の市営住宅の契約の中を見て

いると、同居者に暴力団関係者がいればだめ

と書いているのです。ただ、借りる人が暴力

団の方と親密な関係があっても、今の契約か

ら見ると契約できるということになってしま

うのです。何か起きたときにはじめて、親密

な関係があったというのは、ところどころ書

いているところもありますけれども、いわゆ

る市営住宅に入るには、親密な関係を持って

いる人は入れない、そう書いていないので

す。ですから私は、この大もとの一番上にあ

る三沢市暴力団排除条例の中に、いわゆる利

害関係者ではなくても、自分はセーフだと

思ったけれども、アウトだったのだというよ

うな条項を盛り込むということは、私は大変

大きな意義がある。

そしてまた、全部の条例を見直して、細か

いところまで、設置を新たにするのではなく

て、私は、そういった形からすると効率的に

もいいし、最初に読んだ文面で大きく、広

く、そして奥に行くときつくなる、そういう

よりは、私は、この条例が県内においても三

沢市が一番、暴力団に対しての対決姿勢を

持っているという条例にしたいというのは、

まさにそういうことでございますので、私

は、そこの利害関係者と、いわゆる親密な関

係者、これは大きな違いがありますので、そ

このところに関しての市のお考えを改めてお

伺いをいたします。

次に、教育問題の学区の問題でございます

が、正直、私こんなに多いと思いませんでし

た。私の感覚ですので、市民の方々とか同僚

議員が、この数字が多いか、少ないかという

のはわかりませんけれども、私は、正直、

ちょっと多いなという気がしています。

それは、何でかというと、私はここに、私

がみずから出しているホームページのアーカ

イブ、去年の１２月２２日、私が書いたブロ

グをプリントしてきたのですけれども、私も

自分のブログで、教育委員会のこの申請につ

いての案内をツイッターを通じて皆さんにお

知らせしているのです。

「三沢市平成２３年度他学区通学承認申請

のご案内（三沢市教育委員会）」。教育委員

会がこういう案内を出しているので、下の事

情に合っている方は教育委員会に相談してく

ださい。公務員は秘守義務もありますので、

安心して相談いただけますし、いろいろなこ

とが、この学区の問題にかかわっているの

で、ぜひお電話してくださいという案内を
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ホームページに載せています。

ただ、ここには、これは去年のやつです。

先ほど言われたスポーツの関係とか、何かこ

こに書いていない、ほかの学区を認めると

いったものがないのです。地理・転居の部分

に関しては、いわゆる転居したとか、そう

いった部分だとか、通学の安全を考慮する必

要があると認められた者。身体の部分に関し

ては、病弱とか肢体の不自由等、通学に支障

があるとか。家庭環境に関しては、保護者の

共働きだとか、あと、それぞれ保護者の疾

病、離婚、反社会的とかいろいろな部分があ

る。いじめ、その他。どこにも、スポーツだ

とか部活動の要因があって、学校がかわれる

なんていうのは書いていないのです。

ただ、先ほど２０年３月の通達の中から起

こっているということで、いわゆるそういっ

たことがあると、限りなく学校選択制に近

い、私は制度になってきているのではないか

なという気がしているのです。

一部の教育関係者に確認をすると、きちん

と学区の問題に関しては精査をして、そう

いった申し出があれば調査もしているという

ことも聞いておりました。まさに今、教育長

の答弁の中には、私たちが知らない、学区を

越えても入学できる承認事項があったという

のを、私は今回はじめて知ったのです。なぜ

なら、去年の１２月に教育委員会が出した通

達にはそういうのを書いていないからです。

今、子供たちがもう既に学校に通っている

ことですから、そして私は、学校選択制すべ

てが悪いとは思っていません。いろいろな議

論があっていいと思います。それこそ市民の

皆さん、そしてまた地域の皆さん、学校関係

者の意見を取りまとめながら、今後のあるべ

き姿というのは構築するべきだと思っていま

す。

ただしかし、ホームページに載せている要

件とそれ以外の要件で学区の承認事項があっ

たとしたら、これは問題ではないですかね。

私はそこのところを再度、もう一度お伺いし

たいと思います。いわゆる承認事項の内容で

す。いつ変わって、何で去年と違うのかとい

うことです。その通達は、どういった形で保

護者の方は情報を仕入れているのか、受け入

れているのか、そこはお願いします。

あと、いわゆる他の自治体から入学してい

る生徒、小学校ですと、大体６０名前後、中

学校ですと、多いときで８０名ぐらいいまし

たが、今５６名。

このことは、要は、三沢市民から言わせる

と、税金を１円も払っていない子供たちを、

何で子供たちを三沢市の税金でそういった面

倒を見なければだめなのだという方が結構い

らっしゃるのです。

私も三沢市の税金が、他自治体から来る子

供たちにどれだけかかっているのかと思っ

て、一応調べようと思ったのですけれども、

これはなかなか難しいです。いわゆる義務教

育で、国庫のお金もあれば県のお金もある。

さらに、負担する部分に関しての、いわゆる

税金の関係で、国税の関係で、生徒数という

のも盛り込まれている。要するにメリット、

デメリットたくさんある。だけれども、どれ

だけ１人の生徒にお金がかかっているのかと

いうはなかなかわからない。

ここは、変な誤解とか不安を与えるより

も、例えばこの五十数人が来ることによって

プラスになることもあるし、学校同士の活性

化だとか、子供たちの盛り上がりというのも

当然あるわけですから、その辺のところは、

お金の話だけではなくて、教育的配慮で、そ

んな税金をばかばか使っているわけではない

と思いますので、そこは多分、ちゃんとお知

らせをしないと、何か肩身の狭いを思いをし

て学校に通ったり、変な形で学校自体が誤解

を受けるということもあるのかもしれませ

ん。ですからそこは、そういった疑念を持っ

ている方々に対して、教育委員会が丁寧に私

は説明するべきだと思っております。

また、そういう趣旨で今回取り上げさせて

もらって、何もこの子たちを排除するよなん

ていうことは私は言うつもりもありません

し、これから受け入れに対して、市民の皆様
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にも御理解をいただかなければならない。そ

このところを申し上げたいのです。ですか

ら、そこはぜひ説明をしていただきたいなと

思います。

以上、２点、よろしくお願いします。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

民生部長。

○民生部長（野々宮忠良君） 三沢市暴力団

排除条例の制定についての再質問についてお

答えを申し上げます。

親密な関係者の問題でございますが、例え

ば、先ほどのお話にありました市営住宅の入

居につきましては、暴力団の排除を規定して

おりますが、暴力団の友人につきましては、

友人であることが直ちに地方自治法における

公の施設の利用を阻む正当な理由とならない

と解釈しておりますので、市営住宅の入居を

拒んではならないものと考えているものでご

ざいます。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） それでは、再質問

にお答えいたします。

まず第１点目、区域外の児童・生徒の受け

入れについてでございます。

これについて、先ほども答弁で申したとお

り、国のほうからの通知がございまして、そ

の時点で、三沢市の区域外就学承認基準をつ

くってございます。

ただいま太田議員さんから御指摘を受けた

内容と、私が今、教育委員会として、きちん

と学校と保護者に示している基準一覧、若干

違うような気がしております。

他学区からの通学希望、これは、地理・転

居、これは先ほど言ったように、同じでござ

います。転居によるもの。それから身体、こ

れは、特別支援等も含めての事項でございま

す。次に、家庭環境、これは、保護者の共働

きによる、例えば登下校時の自宅保育に欠け

ると認めるもの。それから、いじめ等、あ

と、その他として、例えば家庭の事情等によ

り就学校の変更が、児童・生徒及び保護者に

過重な負担になることが明白であると認める

とき等、この５項目から成ってございます。

そしてまた、他市町村からの通学希望でご

ざいますが、転学の条件として、身体、家庭

環境、いじめ等、転居、その他と、こういう

ような形になってございます。

特に、小学校においては、小学校６年生、

中学校においては、中学校の３年生等で、例

えば三沢で住居を持っていた。そして、小学

校６年でもって、例えばおいらせ町に住居を

新築した。または、中学校３年でおいらせ町

に住居を新築したと。この場合ですと、やは

り勉強のプロセス、きちんとした教育課程が

ございますので、そういうふうな理由から許

可をしているところでございます。

この基準については、保護者の方々が十二

分に学校を通して周知していることでござい

ます。小学生に関しては、保育園、幼稚園等

にきちんとお話し申し上げて、そして、就学

前の連絡事項として周知をしているところで

ございます。

それから、先ほど出ました他市町村から来

る、つまり、地域外就学の生徒の金銭的なこ

とでございますけれども、これについては、

他市町村であっても、地方交付税により、例

えば教育費ということで、細かい勘定の科目

はつきませんけれども、学級数、生徒数に

よって配分が行われております。

ただ、その金額が妥当であるかどうかにつ

いては、各自治体によって違うと思います

が、そういうような形で受け入れをしている

と。

また、逆に三沢から他市町村に行く、例え

ば、一番多いのは中学生になると思います

が、今、三本木高等学校附属中学校等に行く

生徒に関しても、逆な立場でお世話になって

いるというようなこともあると思います。

いずれにしても、当然のことながら、現行

の通学区域制度を基本とし、文部科学省の通

知に基づき、三沢市立小中学校の通学区域に

関する規則により、就学すべき学校の指定に

かかわる教育委員会の権限と責任のもと、保



― 66 ―

護者の申し立て、また、地域の実情に即し

て、適正な学校運営を維持しつつ、適切な当

制度の運用を図ってまいりたいと考えており

ます。

ちなみに、小学生の低学年であれば、本来

であれば歩いて通える距離、一般的には４キ

ロ程度と言われています。それが望ましいと

いうことで、この理由として、例えば歩いて

登校下校する中で、体力的または地域の方々

とのかかわりが生まれることも大切と。そう

いうようなことも基本に据えて、弾力化とい

う一つの今のシステムをバランスよくとっ

て、今後とも対処していきたいなと思ってい

ます。よろしくお願い申し上げます。

○議長（馬場騎一君） ９番。

○９番（太田博之君） それでは、再々質問

をさせていただきます。

今、部長が答弁されたことは、まさしくそ

うなのです。だから、友人がいても三沢市は

受け入れてしまうのですよ。だけれども、ほ

かの厳しい条例は、そういう人もだめ、書い

ているのです。ですから、三沢市も、それも

だめと書いたらいいのではないですかという

のを聞いているのです。

その事案として、例えば市営住宅の契約の

内容については、先ほど言ったように、友人

はごろごろ暴力団の人がいるけれども、利害

関係がなければ市営住宅に入れるわけです。

だけれども、神奈川県はだめなのです。市営

住宅にも入れなければ、指定管理も受けられ

なければ、交付金の対象にもならない。まし

て、工事だとかなんかというのも受けられな

い、そういう条例なのです。

ですから、三沢市も各項目の、いろいろな

管理、契約条項の中では、さまざまな温度差

があるのも、多分統一されていないところが

あるのだと思います。だからこそ、私は、入

り口で、まさに島田紳助さんの言葉ではない

ないけれども、「おれはセーフだと思ってい

たけど、アウトだったんだ」という社会情勢

をきちんと踏まえた条例に書き込むには、ま

ず、その利害関係から、親密な関係といった

ものを大前提に書いてくれということを言っ

ているのです。今の答弁は、全く的外れとい

うか、議論にならない答弁でしたので、そこ

のところをもう一度私は問いたい。よろしく

お願いします。

あと、教育問題ですけれども、ちょっと

私、聞き違いしていたら申しわけなかったで

す。先ほどの冒頭の答弁では、１番から５番

までの、いわゆる承認事項以外に、部活動で

すとか、そういった特別な理由も一つの、い

わゆる他学区への承認の一つの項目になるの

かなというふうに聞いたものですから、それ

であれば、ホームページに公表している内容

と違うのではないかということを言いたかっ

たのです。

何も今の二百数十名、中学生のことをごた

ごた言っているのではないのです。これから

公平公正に、いわゆる学校を選ぶというか、

いろいろな事情の配慮の中から選択できる。

自由選択制ではないです。それが、いわゆる

告知される状況によっては、ちょっと違った

らまずいだろうと。さらに、そういった五つ

の枠以外に、もしもいろいろな形でやってい

るのであれば、まさに、市民からすると、何

であの子だけそうなのというふうな形で、不

公平、不平等、まして子供たちの世界ですか

ら、いろいろな問題がそこから発生する可能

性もあるわけです。ですから、私はそこを尋

ねているのです。

去年の１２月に出ていた承認事項の案内、

これの要件、これと、今、現状で、さっき

言った二百何十名が通っている、その承認事

項と同じものなのか、また違うものがあるの

か、そこだけ明確にお答えをいただきたいと

思います。お願いします。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

民生部長。

○民生部長（野々宮忠良君） 三沢市暴力団

排除条例の制定についての再々質問について

お答えを申し上げます。

親密な関係の考え方についてでございます

が、判断基準、または人権の問題もございま
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すので、慎重に検討いたしまして、パブリッ

クコメントを参考としながら、適正な表現に

努めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 再々質問にお答え

します。

もし三沢市の区域外就学承認基準がホーム

ページ上、または広報等で違っているとすれ

ば、確認して、新たなものをきちんと掲載し

たいと思います。よろしくお願いを申し上げ

ます。

○議長（馬場騎一君） 教育長のほうも、わ

かりませんというのですか、答弁漏れではな

いですか。

○教育長（吉田 健君） 私が確認している

ところでは、私は、三沢市区域外就学承認基

準、これは学校等に全部配布し、すべて同じ

ものであると思っております。ですから、例

えばホームページ、例えば新しい、古い等が

あると思いますので、もしそういうふうなと

ころが、更新、追加、削除、メンテナンスさ

れていないとすれば、確認して、こちらから

お願い申し上げて、新たなものに差しかえる

というような手順をとりたいなと思います。

ただ、今現在、公的に、対象者には、今、

私が申したとおりの基準を配布して、周知し

ているところでございます。

以上です。

○議長（馬場騎一君） 発行したのが間違い

ないということですね。わかりました。それ

だったらいいのではないですか。

以上で、９番太田博之議員の質問を終わり

ます。

それでは、一般質問を次に移ります。

１１番春日洋子議員の登壇を願います。

○１１番（春日洋子君） １１番公明党の春

日洋子でございます。

質問に入る前に、私が今回の一般質問で通

告いたしました項目のうち、防災問題の防災

行政無線についての１点目、実態調査はどの

ようになされてきたのかについては、昨日の

野坂議員の一般質問における執行部の答弁に

より、その内容を理解いたしましたので、通

告いたしました質問事項からこの１点を取り

下げさせていただきたいと思います。御了承

願います。

それでは、通告の順に従い質問してまいり

ます。

はじめに、防災問題の女性の視点からの防

災対策についてお伺いします。

東日本大震災から間もなく９カ月を迎えよ

うとしております。冬本番となり、本格的な

復旧・復興が急がれる一方、全国各地では、

今回の震災を踏まえ、既存の防災対策を見直

す動きが活発化しています。

そうした中、女性の視点で既存の防災対策

を見直すとともに、新たな対策を検討するた

め、公明党は８月１８日、女性防災会議を立

ち上げました。

我が国の災害対策の根幹をなす防災基本計

画には、２００５年に女性の参画、男女双方

の視点がはじめて盛り込まれ、２００８年に

は政策決定過程における女性の参加が明記さ

れました。

しかし、今回の東日本大震災でも、例えば

着がえる場所がない、授乳スペースがないな

どの声が聞かれ、また、女性用衛生品や化粧

品、乳児のおむつなど、支援物資の不足も目

立ち、災害時における女性の視点の大切さが

改めて浮き彫りになりました。

女性は、地域に人脈を築き、地域のことを

よく知っています。介護や子育てといった具

体的な経験を通じて、子供や高齢者、生活者

の視点を持っています。

こうした女性たちが災害時の担い手とし

て、その力が発揮できるような仕組みが必要

と考え、その第一弾として、１０月の１カ月

間、岩手、宮城、福島の被災３県を除く、全

国の公明党女性議員が連携し、１８都府県６

４０市区町村の防災担当部局に対して、女性

の視点からの防災行政総点検として、聞き取

り調査を実施いたしました。

主な内容の調査結果を紹介しますと、現
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在、地方防災会議の委員に女性が登用されて

いますかには、いいえと答えた自治体が４

４.２％と、多くの自治体でまだ女性委員が

登用されていない実態が明らかになりまし

た。

また、地方防災会議における女性委員の割

合を聞いたところ、０％もしくは５％未満の

会議が３分の２以上を占めることがわかりま

した。

次に、地域防災計画を作成する際、女性か

らの意見を反映させましたかに、はいと答え

た自治体は４０.９％にとどまり、半数以上

の自治体で、防災計画に女性の意見が反映さ

れていない実態が明らかになりました。

続いて、地域防災計画に女性の意見が反映

されていない理由を聞いたところ、１１６団

体が、地方防災会議の構成委員要件に当たる

職責に該当する女性がいなかったと回答。こ

れは、委員を構成している各行政の職責、地

元企業の代表などに女性がいない場合に、女

性を加えるような配慮がなされていないこと

を示しています。

さらに、避難所の整備、運営に女性の視点

や子育てニーズを反映していますかには、い

いえと答えた自治体は４７.３％に上り、約

半数の自治体が避難所の整備、運営に女性の

要望を反映していないことが判明しました。

この調査結果から見てとることができます

ように、防災・災害復興は男性の領域と考え

られがちですが、女性が意思決定の場に参画

できる仕組みづくりが実現されることを期待

するものです。

このような観点から、本市においても女性

の意見を防災対策にしっかりと反映できるよ

う、地方防災会議へ女性委員を登用していた

だきたく、そのお考えがあるか、お伺いしま

す。

次に、東日本大震災以降、災害時の避難所

運営を図面とカードで模擬体験する体験型訓

練――ＨＵＧが多く注目を集めています。

ＨＵＧは、静岡県内の自主防災組織の避難

生活計画書策定率が低調だったことから、２

００８年に、効果的に避難所運営を学べる方

法として開発されたものです。

ハグ――ＨＵＧのＨは避難所、Ｕは運営、

Ｇはゲームの略です。英語では、抱きしめる

の意味であり、避難者を優しく受け入れるイ

メージで命名されました。

ＨＵＧの基本的な流れは、１、季節や天候

などの条件を想定した上で、避難所に見立て

た学校の体育館や教室の平面図を用意する。

２、避難者の性別や年齢などの情報が書かれ

た避難者カードを、避難者の状況に応じて平

面図上の適切な場所に配置していく。３、こ

の中で、救援物資が届くなどの事態にも対応

するといったものです。

このようにＨＵＧは、事前に避難所運営を

模擬体験することで、いざというときの迅速

な対応を学ぶものですが、ＨＵＧには正解は

なく、実際に近い状況を体験することによっ

て、避難所を運営する際の優先順位や避難者

配置のポイントなどを学ぶことが目的と言わ

れています。

また、カードに記載された情報は、阪神・

淡路大震災など、実際に起きた災害の避難所

での経験をもとにつくられたものであり、

個々の状況に応じた誘導や不測の事態への対

応など、本番さながらの緊張感に、参加者の

議論も次第に白熱していくそうですが、参加

した方たちは、だれでも避難所を運営する可

能性がある、そのためにも多くの人がＨＵＧ

を体験するべきだと思う、避難所を運営する

立場を経験すれば、自分が避難者になったと

きの心構えもできるなどの感想を述べている

とのことでした。

避難所の運営は、自治会役員など地域住民

が主体者となります。訓練を通じた住民同士

の交流や避難所運営に対する意識向上も期待

されていることなどから、本市においても避

難所運営の体験型訓練――ＨＵＧを取り入

れ、地域と連携した防災訓練を実施していた

だきたく、その取り組みについてお伺いしま

す。

続いて、防災行政無線についてお伺いしま
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す。

防災行政無線が聞き取りにくいとの声が、

市民の多くの皆様から寄せられていることか

ら、これまでも私なりに、何か改善策がない

ものかと思い続けてまいりましたが、今こそ

市全域を網羅する再整備をするときと思いを

強くいたしております。

そこで、質問の２点目になりますが、明

年、２４年度に実施される予定の実態調査の

結果によっては、スピーカーの増設の必要性

が考えられますが、市としましては、スピー

カーを増設するお考えはあるのでしょうか。

また、情報伝達を確実に聞き直すことがで

きる専用ダイヤルのフリーダイヤル化を導入

していただきたく、そのお考えについてお伺

いします。

最後に、教育問題の学校図書館における整

備の推進についてお伺いします。

学校図書館は、児童・生徒の知的活動を増

進し、人間形成や豊かな情操を養う上で重要

な役割を担ってきました。

さらに、今年度から言語力の育成をうたっ

た新しい学習指導要領がスタートしたことに

より、学校図書館の役割はこれまで以上に増

してきています。

しかし、本年６月１日に文部科学省が公表

した平成２２年度学校図書館の現状に関する

調査の結果によると、学校図書館は、人的・

物的両面にわたり、整備において少なからず

課題を抱えていることが明らかになりまし

た。

例えば人的な面では、１１学級以下の小中

学校のうち、司書教諭の発令を実施している

学校が２割程度と極めて低い状態であること

や、学校図書館担当職員、いわゆる学校司書

不在の小中学校が半数以上に達するなどの問

題があります。

一方、物的な面については、小中学校等に

おける図書整備の目的である学校図書館図書

標準を達した小中学校の割合が、平成２１年

度末現在で５割程度にとどまっています。

また、新学習指導要領に、各教科での活用

が盛り込まれた新聞の配置状況についても、

小学校では約６校に１校、中学校では約７校

に１校しか配備されていないのが実態です。

これまでも学校図書館は、その本来の役割

の大きさ、重要さにもかかわらず、人的・物

的な面での整備が行き届いていないため、必

ずしも十分な活用をされていないことがたび

たび指摘されてきましたが、児童・生徒の読

書活動を推進し、言語力の育成を図っていく

ためには、児童・生徒が積極的に活用したく

なるような学校図書館へと整備する取り組み

が求められています。

そこで、本市の小中学校における蔵書状況

と学校図書館図書標準の達成状況及び新聞の

配備状況はどのようになっているのでしょう

か。

また、学校図書館の図書整備については、

文科省の新学校図書館図書整備５カ年計画の

財政支援措置を活用されてきたのでしょう

か。

以上についてお伺いいたします。

以上で、私の質問を終わります。御答弁を

よろしくお願いいたします。

○議長（馬場騎一君） ただいまの１１番春

日洋子議員の質問に対する当局の答弁を求め

ます。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの春日議員

さん御質問のうち、地方防災会議の女性委員

の登用については私から、その他につきまし

ては副市長及び担当部長からお答えをさせま

すので、御了承願いたいと存じます。

防災会議は、災害対策基本法において、当

該市町村の地域にかかわる地域防災計画の作

成及びその実施の推進のため、市町村防災会

議を置くと定められているわけであります。

当市の防災会議は、災害対策基本法及び三

沢市防災会議条例において、指定地方行政機

関、県、警察、指定公共機関及び指定地方公

共機関の長並びに市町村関係等で構成されて

おりますが、現在のところ、御指摘のように

女性委員はおりません。
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議員さん御指摘のとおり、３月１１日に発

生いたしました東日本大震災においては、高

齢者、女性及び乳幼児への対策も問題となっ

ておりましたことから、当市においても取り

組んでいかなければならない事項であると認

識をいたしております。

これらの取り組みに当たっては、女性の意

見を反映させることが重要であると考えます

ので、今後、各関係機関と協議を進めてまい

たいとは考えておりますが、また、現在、東

日本大震災における、いわゆる災害対策や各

対策のマニュアルの再検討を行うためのワー

キンググループ設置の準備を進めております

ので、その中に、女性職員によるワーキング

グループを設置し、女性の視点での検証結果

なども今後の防災対策に反映させてまいりた

いと考えております。

私からは、以上であります。

○議長（馬場騎一君） 副市長。

○副市長（大塚和則君） 防災問題のうち、

避難所運営の体験型訓練、いわゆるＨＵＧを

取り入れ、地域と連携した防災訓練を実施し

てはどうかについてお答えを申し上げます。

避難所運営体験型訓練、いわゆるＨＵＧ

は、ただいま春日議員さん御紹介がございま

したように、避難所運営を訓練参加者で考え

るための一つのアプローチとして、静岡県が

開発したものであり、避難者の年齢や性別、

国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカー

ドを避難所の体育館や教室に見立てた平面図

にどれだけ適切に配置できるか、また、避難

所で起こるさまざまな出来事にどう対応して

いくかを模擬体験する訓練でございます。

当市におきましても、１１月６日の防災訓

練、避難所運営訓練のイメージトレーニング

として、１０月１４日、担当課長によるＨＵ

Ｇを用いた図上訓練や若手職員による訓練を

実施したところであります。

避難所は、避難所運営マニュアルで、市、

施設管理者、避難者の代表で構成される避難

所運営委員会が中心となって運営することと

しており、その意味からも、市職員、地域住

民が一体となったＨＵＧによる訓練は、避難

所運営のイメージトレーニングができ、災害

発生時の避難所運営に効果が期待されると考

えておりますので、今後とも防災訓練等を通

じ、実施してまいりたいと考えております。

○議長（馬場騎一君） 総務部長。

○総務部長（工藤智彦君） 防災問題の第２

点目、防災行政無線についてお答えいたしま

す。

防災行政用無線につきましては、災害発生

時などにおいて、正確かつ迅速に市民の皆様

に各種情報を提供するため、昭和４７年度か

ら整備を始め、難聴地区解消のため、屋外小

局を増設しながら、市全域に１０５基を整備

してきたところでございます。

しかしながら、一般住宅の機密性、遮音効

果の増大、集団移転や住宅地の広がりなどに

より、広報音声の未到達や反響が考えられま

すことから、平成２４年度に、現状把握も踏

まえ、市全域の屋外小局を対象として、防災

行政用無線音響音達調査を実施してまいりた

いと考えております。

このことから、スピーカーの増設につきま

しては、音響音達調査の状況を見ながら検討

するとともに、フリーダイヤルの導入をも含

め、さまざまな情報提供手段を検討してまい

りたいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 教育問題の第１点

目、小中学校における蔵書状況と学校図書館

図書標準の達成状況及び新聞の配置状況につ

いてお答えいたします。

はじめに、小学校の状況ですが、平成２３

年３月末現在で、古間木小学校は３,７４４

冊、充足率６７.３％、上久保小学校は４,５

２３冊、４３.７％、木崎野小学校は８,４０

９冊、７２.７％、岡三沢小学校は７,１３９

冊、６０.７％、三沢小学校は１万２,３９２

冊、１２９.６％、三川目小学校は３,６３１

冊、７９.６％、おおぞら小学校は５,５６９

冊、９２.２％となっており、今現在、学校



― 71 ―

図書館に新聞を配置している小学校はござい

ません。

次に、中学校の状況ですが、平成２３年３

月末現在で、第一中学校は１万２,８１２

冊、９７.７％、第二中学校は６,１６７冊、

６０.７％、第三中学校は４,０４１冊、６

６.５％、第五中学校は１万７７７冊、１１

２.３％、堀口中学校は７,６０１冊、６５.

１％となっており、今現在、学校図書館に新

聞を配置している中学校はありません。

なお、新聞の必要性については、教育委員

会といたしましても十分理解しているところ

であり、今後、市当局と協議してまいりたい

と考えております。

続きまして、教育問題の第２点目、学校図

書館の図書整備における文部科学省の新学校

図書館図書整備５カ年計画の財政支援措置の

活用状況についてお答えいたします。

文部科学省の新学校図書館図書整備５カ年

計画の財政支援は、地方交付税で措置されて

いるため、税収と同様に一般財源となってお

ります。

当市教育委員会としても、学校図書館は、

児童・生徒の想像力を培い、学習に対する興

味・関心等を呼び起こし、豊かな心をはぐく

む読書活動の場として、学校教育上大変重要

な役割を担っていることから、学校図書館の

図書整備費につきましては、毎年計画的に予

算要求し、順次図書の整備に努めているとこ

ろであります。

また、国においても特別な交付金や補助金

制度が創設されることもあることから、教育

委員会としても毎年、国の動向に注視してい

るところであり、今年度の図書整備費につい

ては、昨年度末に国から交付された地域活性

化交付金、住民生活に光をそそぐ交付金にて

４９５万円を図書整備費に充てたところでご

ざいます。

新学校図書館図書整備５カ年計画につきま

しては、今年度で終了することから、今後に

おきましても、児童・生徒の知的活動を増進

し、さまざまな興味・関心にこたえるととも

に、各教科等の指導において多様な教育活動

を展開していくためにも、学校図書館のさら

なる整備充実に向け、国、県の各種補助制度

等の活用も含めて、市当局とさらに協議して

まいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） １１番。

○１１番（春日洋子君） 前向きな御答弁を

いただき、大変ありがたく思っております。

その上で、再質問させていただきたいと思

いますが、女性の視点からの防災対策につい

て、市長から御答弁をいただきましたけれど

も、参考にお話しさせていただきたいと思い

ますけれども、１１月１６日、参議院予算委

員会におきまして、平野防災担当大臣が、女

性を登用することに関する答弁がございまし

て、その議事録がございまして、その中で、

平野防災担当大臣が答弁している中で、なか

なか女性の登用が進まないその背景といたし

まして、市町村の防災会議の委員について

は、１６条において、都道府県防災会議の組

織の例に従うというような規定になっている

ということが前提であるけれども、これが女

性登用の大きな壁になっていると大臣も感じ

ているということでありましたけれども、一

方で、市は、条例では、自由に定めることが

できる規定になっていると述べております。

大阪市などにおいては条例改正をして、女

性の登用を進めているという例もございまし

て、私の手元にも、大阪市防災会議条例改正

新旧対照表がございます。旧に対して新の改

正の最後の項目に、前各号に掲げるもののほ

か、市長が防災上必要と認める者という文が

明記されて、このもとに女性の登用が進んで

いるという例がございますので、こういうこ

ともまた視野に入れて、速やかにこれが進む

ようにと願うものでございます。

また、岡山市におきましては、このたびの

私どもの調査、本市におきましても、防災担

当部局には大変お手数をおかけし、御協力を

いただき、感謝を申し上げますが、女性登用

率の最も高かったのが岡山市であったそうで
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ありますけれども、委員の中に女性が２０名

おいでになるということで、その内訳として

は、主な役職の方ですけれども、赤十字奉仕

団分団長、婦人会会長、婦人防火クラブ会

長、ボランティアグループ会長、民生委員理

事、看護協会会長などが主な、中には大学教

授もおいでになったということですけれど

も、２０名の女性を登用している。

これは、積極的に呼びかけた結果である

と、先駆的な取り組みをしている例でありま

すけれども、このような取り組みをされてい

る大阪市、岡山市の事例等も参考にされなが

ら、本市としても着実にこちらが進んでいか

れるということを期待したいと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。

それから、ＨＵＧでありますけれども、早

速これを活用し、また、訓練に生かされてい

るということを私もはじめて知りまして、う

れしく思っておりますけれども、ＨＵＧは、

静岡県で、みんなのお店・わで、価格は６,

７００円で購入できるという記事がございま

したので、理想的には、ぜひ各町内会にこれ

がワンセットずつ配備され、折々にまた、き

め細かに、回数多く体験をされることが望ま

しいのかなというふうに私としては思います

けれども、これについての取り組みはいかが

でしょうか、お聞きしたいと思います。

また、スピーカーの増設につきましては、

既に取り組んでいるところといたしまして

は、東京都の清瀬市が取り組んでおりまし

て、また、フリーダイヤルを導入しているの

は、静岡県の藤枝市が導入しております。

また、あわせて先進事例の取り組みなど

も、本市として参考になるものがあるかと思

いますので、ぜひこのこともあわせてお願い

したいと思います。

最後に、学校図書におきましてであります

けれども、さまざまに教育長から取り組んで

いる状況はお聞きし、理解をさせていただき

ましたけれども、私が今回お聞きしたいと思

いましたのは、今、皆様もこの議場の中で、

教育長がお知らせしてくださった蔵書、達成

率、いかにも高いような印象を受けられたの

ではないかなというふうに私も思っておりま

した。

といいますのは、２００９年度末の国の調

査でありますけれども、小学校においては、

全国平均が５０.６％、青森県は２４.６％、

中学校は、全国平均が４２.７％、青森県は

１４.６％、この数字を対比して皆さんが感

じることは、三沢市は高いほうではないかの

かなというふうに、ほとんどの方がお感じに

なるかと思いますけれども、私は、これまで

学校訪問いたしました折に、学校の先生から

苦しい胸のうちをお聞きする機会がございま

した。

それは、蔵書と達成率ということを表にう

たわれるために、これまでも、過去から何十

年そこに配備された図書が、もう実は古く

て、内容的にも古くて現代にそぐわない。ま

た、とても破れているけれども、補修をしな

がら大事にそこにおさめておくことが前提で

あるというような思いの学校も実はございま

した。

ですので、必要でない、活用できない本は

廃棄していかなければいけません。その見直

し、きちっとしたものの内容を充実させてい

ただくということが前提でありましたので、

今このことを聞きましたけれども、参考に、

もしおわかりになればお聞きしたいのですけ

れども、ただいま申し上げた全国平均、青森

県、そして三沢市の各校はお聞きいたしまし

たけれども、皆さんに理解していただきたい

と思うものですから、もしおわかりになれ

ば、三沢市としての小学校、中学校それぞれ

の達成率を後ほどお聞かせいただければと

思っております。

また、先ごろ、１１月２９日の新聞報道に

よりますと、私にしてみたらとてもショッキ

ングなタイトルがございました。「青森県の

公立小中学校図書購入費低迷続く 全国平均

のわずか半分 財政厳しく充実後回しに」と

いう大きな見出しがございました。

皆様もこの記事をごらんになったかと思い
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ますけれども、近隣の八戸市、また東北町の

取り組みが、これはとてもうらやましいなと

思って私も見せていただきましたけれども、

東北町では、子供たちの読書に力を入れよう

と、数年前から購入費の増額に踏み切った。

そして、１校当たり約５０万円の予算を投入

している。読書を通じて、学力向上につなげ

たいと話しておられます。

また、八戸市でも、児童・生徒数に応じて

学校に配分している市の教育委員会教育指導

課は、財政は厳しいが予算を大きく減らさな

いよう現状維持に努めたいと、このような記

事の紹介がございまして、本当に厳しいこと

は皆さんも同じ思いでありますけれども、未

来を託す子供たちに、やはりこういう大事な

予算というものは削るべきものではないと思

いまして、参考に、私、今年度の２３年度の

予算書を開いてみました。

教育長は、先ほどの答弁の中で、光をそそ

ぐ交付金で４９０万円の措置をされたと言い

ましたけれども、２１年、２２年度には、学

校備品費でしょうか、これが学校図書の購入

の予算に充てられるものでしょうか、２３年

度はございませんでした。

交付金で充てたというふうなことでありま

すけれども、答弁にございましたように、こ

れから計画的に進めていきたい。その計画的

というのは、具体的に１校当たり、予算を、

どの金額で、そして進んでいくか。

また、達成率も今はとても高く感じますけ

れども、学校の図書の状況を精査した場合

に、また、もしかしたら達成率が下がるかも

しれないというふうに私自身は思うわけなの

です。こういう意味も含めて、十分であるか

ら交付金で賄って終わりということだったの

かということをお聞きしたいと思うのです。

予算書に図書を購入するための備品費の予算

が計上されなかった、それはなぜかというこ

とをお聞かせいただきたいと思います。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

副市長。

○副市長（大塚和則君） 避難所運営の体験

型訓練、いわゆるＨＵＧの再質問についてお

答えをいたします。

議員さんから御紹介がありましたように、

この訓練は、いわゆる避難所に外人の方が来

て避難を求めた場合どういう対応をするかと

か、さまざまな形態に基づいて、避難の運営

者がどう対応するかというのが一つのキーポ

イントになっております。

そういう意味では、非常に役立つ、即応性

がある訓練だというふうに理解をしておりま

す。市で今後もこれを導入することはもちろ

んでございますが、その他どういう活用の方

法があるか、町内会への配付等も含めて、検

討していきたいというふうに思います。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 総務部長。

○総務部長（工藤智彦君） フリーダイヤル

につきましての再質問にお答えいたします。

フリーダイヤルは、広報された内容を確認

するための手段としては効果的なものという

ふうに考えております。

フリーダイヤルを流す方法などが、さまざ

まあるということでございますので、先進事

例も参考にしながら検討してまいりたいとい

うふうに考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 再質問にお答えし

ます。

まず、学校図書整備についての見直し、各

学校自体の図書館の整備、つまり、古い図

書、新しい図書と、これについては、教育委

員会の中で、学校教育課、学校訪問しまし

て、今、指導しているところでございます。

確かに、春日議員さんがおっしゃるよう

に、古い蔵書もございます。例えば蔵書には

二つの種類の目的で整備をしています。一つ

は、日常の教育活動の中で、実際に読み物と

して使う蔵書、または教科で調べ物として使

う蔵書、この大きく二つに分けての蔵書とし

ております。
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特に、調べ物等に関するものは、常に新し

い蔵書でなければならない。例えば社会科等

で使う蔵書の中には、例えばまだソビエトと

いうような記述をしている蔵書もございま

す。現在はロシアなのですけれども。そうい

うようなものについては、指導して新しいも

のと切りかえをするというようなことを今

後、また徹底をしたいなと思います。

その点において、蔵書のパーセンテージが

上がっている、下がっているというところ

も、確かに御指摘のとおりあると思います。

この点につきましては、常に、やはり日常的

に図書館の管理をきちんと指導、周知をして

いかないといけないと思っています。

ただ、１２クラス以上の学校になります

と、司書教諭を必ず置かなければいけないと

いう一つの規則がございます。その先生が通

常、全部チェックをするのですが、小さい学

校はなかなか司書教諭がいないということ

で、代替の先生がそれに当たると。ですか

ら、そういうようなところで、見逃すという

こともあることは事実だと思います。その点

については、委員会も指導主事等がフル活動

して周知して、また指導してまいりたいと

思っております。

今ちょうど質問に出ましたけれども、図書

の標準についてと、例えば国、県、三沢市と

いうことでございましたけれども、確かに当

市の小学校、中学校の充足率は、小学校が７

６.４％、中学校は８１.６％となっておりま

す。

その中で、実際に昨年度末、議員が先ほど

お話しになったように、青森の平均が小学校

で２４.６％、中学校で１５.６％。今年度末

ちょうど調査をいたしました。三沢市では２

８.６％、三沢小学校とおおぞら小学校が充

足率１００％を超えるに至ったと。そして、

中学校では４０％、これは一中と五中でござ

います。低い学校は、上久保小学校でござい

まして、先般も青森銀行等から本の寄贈がご

ざいまして、低い学校に蔵書を全部向けると

いうような手だても行っております。

このようなことで、財源のほうを見てみま

すと、平成１９年度、約で大変申しわけあり

ませんけれども、４９０万円、平成２０年度

は４６５万円、２１年度は８４０万円、２２

年度は４７０万円、２３年度は約４９５万

円、トータルで２,７６５万７,６３７円と

なっております。

その中で、一般財源、地方交付税で措置し

た、プラス交付金であった年度は平成２１年

度でございます。この年は、正式に８４２万

４,３７９円と。平成２３年度につきまして

は、先ほど言いましたけれども、地域活性化

交付金の前倒しということで、議会の承認を

得まして、４９４万８,４０８円を充当した

ところでございます。

１校当たり、学級数等もございますけれど

も、平均をしてみますと４１万２,５００円

という割り当てになっております。

なお、平成２４年度は、先ほど言われまし

た新学校図書館図書整備５カ年計画の措置が

なくなることから、当初予算に小学校１７０

万円、中学校２８０万円、計４５０万円の要

求をしております。なおかつ、大変厳しい財

政状況でありますが、市当局と協議してまい

りたいと考えております。

補助事業に当たった場合、当初予算とあわ

せて、図書の充実を図ってまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） １１番。

○１１番（春日洋子君） 御答弁ありがとう

ございました。

今回、私が学校図書について質問させてい

ただきましたのは、やはり教育現場と教育委

員会だけのというと失礼ですけれども、携わ

る方たちだけの理解だけだと、なかなかこれ

が進まないのではないかというような思いが

実は根底にございました。

そこで、やはり財政部局、市長はじめ、副

市長、執行部の皆様に学校図書の状況を広く

理解していただき、そして、２４年度に４５

０万円の措置をしていただく予定であると言
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いますけれども、この金額が、皆さんが果た

して、そんなにたくさんつけてもらって、十

分ではないかと思うのか、市の小中学校に振

り分けられたときに、１冊の図書購入がどの

程度でできるのかということがとてもポイン

トになってくるかと思うのです。

私は、やはり三沢市のスローガンとして、

国際文化都市を掲げて進んでいる、子供たち

に対する、決して図書の予算措置というのは

ぜいたく品ではなくて、未来を託すというこ

との大前提であれば、いかに重要であるかと

いうことを広く理解を求めたいという思いで

ございました。

ですので、先ほど新聞の配備状況も現在は

ゼロでございます。新聞報道にもございまし

たとおり、東日本大震災後、特に、新聞の信

頼度がアップしている、期待がアップしてい

るというような記事もございましたけれど

も、新聞の活用という教育効果は、授業で、

家庭ではなくて、おうちではお父さん、お母

さんが見るものというような受けとめ方かも

しれませんけれども、学校の授業で触れるこ

とで、日常から社会にかかわることができる

し、また、他者への理解とか、自分から学ぶ

力がつくという意義があるというようなこと

でございましたので、ぜひ新聞の配備、ま

た、図書の計画的な予算措置ということに関

して、最後に、財政部局のほうから、広く理

解を求めるという意味での、これから御協力

をいただきたいということを踏まえて、御答

弁をいただければと思いますので、よろしく

お願いいたします。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（米田光一郎君） 春日議員

の、学校図書の実情を理解していただきたい

とか、これにつきましては、未来を託す必需

品ということで、いろいろな機会に理解して

おります。新聞についても、必要かなと思う

ところもございます。

ただ、個々の予算につきまして、財政担当

が独自に、これが必要だからこの予算をつけ

るとか、そういうシステムにはなってござい

ません。担当部局で精査して、その必要額を

上げてきまして、その額は、大体三沢で使え

る額の２倍から３倍になります。それを何段

階にも分けて精査いたして、最終決定します

が、最後まで生き残れるかどうかは、担当部

局の説明と熱意と、それに係っているものと

理解しております。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 以上で、１１番春日

洋子議員の質問を終わります。

これをもって、一般質問を終わります。

─────────────────

◎日程第 ２ 議案第７２号から

日程第２５ 議案第９５号まで

○議長（馬場騎一君） 次に、日程第２ 議

案第７５号から日程第２５ 議案第９５号ま

でを一括議題といたします。

─────────────────

◎日程第２６ 議案質疑

○議長（馬場騎一君） 日程第２６ ただい

ま一括議題といたしました全議案に対して、

議案質疑を行いますが、通告がありませんの

で、議案質疑を終結します。

─────────────────

◎日程第２７ 特別委員会の設置及

び議案の付託

○議長（馬場騎一君） 日程第２７ 特別委

員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括議題となっております議案の

審議に当たりましては、９名をもって構成す

る予算審査特別委員会、９名をもって構成す

る条例等審査特別委員会をそれぞれ設置し、

これに付託の上、慎重に行いたいと思います

が、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、予算審査特別委員会、定数９名、

条例等審査特別委員会、定数９名をそれぞれ

設置し、これに付託することに決しました。

それでは、議案の付託を行います。
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予算審査特別委員会には、議案第７２号か

ら議案第８０号までの９件を、条例等審査特

別委員会には、議案第８１号から議案第９５

号までの１５件をそれぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第２８ 特別委員会委員の選

任

○議長（馬場騎一君） 日程第２８ 特別委

員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました２特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。

なお、特別委員会委員の方々は、本日散会

後、委員長、副委員長をそれぞれ互選して、

議長まで報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、予算審査特別委員会を大会議

室、条例等審査特別委員会を第２会議室にお

いて、それぞれ願います。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） 以上で、本日の日程

は終了しました。

なお、明日から１４日までは、特別委員会

審査等のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、１５日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

午前１１時４５分 散会


